
拠点大学交流事業 
平成１７年度 実施報告書 

 

 

１．拠点機関 

日 本 側 拠 点 機 関：  大 阪 大 学 

（ベトナム側）拠点機関：  ベトナム国立大学ハノイ校 

 

２．交流分野・研究テーマ 
（和文）： 地球環境創造と保全のための環境総合技術の開拓 

（英文）： Environmental Science and Technology for the Earth 

 研究交流課題に係るホームページ：http://5host02.env.eng.osaka-u.ac.jp/NewHome/CUP.html

 

３．交流開始年度 

   １９９９年度（平成１１年度） 

 

４．交流実施期間（業務委託期間） 
  平成 １７年 ４月 １日 ～ 平成 １８年 ３月 ３１日 

 

５．拠点大学交流としての全期間を通じた研究目標 
 本事業では、経済発展のフェイズや国情の大きく異なる日本とベトナムの環境科学・工

学に関わる研究者が連携し、必要な産業活動のレベルを維持しつつも、健全で豊かな自然・

都市環境を保全・創造していくための『環境総合技術』についての共同研究を実施し、ア

ジアを中心とした地球・地域環境の保全に貢献するとともに、この過程を通じて、両国の

環境分野における科学技術の開発能力の向上と、研究者、技術者の人材育成に寄与するこ

とを包括的な目標している。本事業によって、ベトナム側は、日本がこれまでに開発して

きた環境技術の基本を学びとり、より自国に適用しやすい技術として発展させる方法を身

につけることによって、まずは国内環境問題の対応を進められるものと考えられる。一方、

日本側は、地球環境保全の立場から極めて重要なアジアにおける環境データの把握や技術

移転のノウハウ、あるいはアジアの地勢･気象あるいは社会情勢に合った技術開発のヒント

を得ることができ、日越双方に大きなメリットがもたらされるものと考えられる。 

このような当初目標を掲げた交流事業の遂行の結果として、ベトナム国内においても日本

と同様、環境をキーワードとした極めて多様な分野の研究者間の交流が行われるようにな

り、同国の科学技術、特に複合・新領域分野の発展に好影響を与えていることが見えてき

ている。このことから、本事業の付加的な目標として日越研究者の異分野交流をより活性

化し、環境研究者のネットワークをさらに拡大していくことを掲げる。 
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６．実施組織 
日本側実施組織 

     拠点大学：大阪大学 

  実施組織代表者：豊田 政男・大阪大学・工学研究科長 

 コーディネーター：池  道彦・大阪大学・大学院工学研究科・教授 

     協力大学：北海道大学大学院工学研究科 

          東京大学大学院工学系研究科 

          大阪府立大学大学院工学研究科 

          愛媛大学沿岸環境科学研究センター 

          熊本大学工学部 

     事務組織： 

 

 

 

 実施組織等（日本側） 

教授１、助手１、技術職員１、事務補佐員１

委員長：池 道彦、委員：５名 

総務課 課長 課長補佐 研究協力係長 

専門職員 

経理課 課長 課長補佐 専門員 経理係長

事務部長 

工学研究科 

工学部 環境・エネルギー工学専攻池研究室 

拠点大学地球環境総合学連絡会議 

事務局 国際交流課

拠点大学（大阪大学）における事業実施の組織（日本側） 
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協力大学を含めた実施組織等（日本側）

代表者：田中 稔 

委員長：池 道彦 

委 員：６名 

地球環境創造と保全のための環境総合技術の

開拓に関する共同研究連絡会議 
（大学間共同研究連絡会議） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究課題代表者 

連絡会議 

拠点大学地球環境 

総合学連絡会議 

委員長：池 道彦、委 員：５名

委員長：池 道彦 
委 員：３名 

Topic１ 研究グループ 

代表者：鳴海邦碩 

Topic２ 研究グループ 

代表者：池 道彦 

Topic３ 研究グループ 

ステアリング 
メンバー会議 

委員長：池 道彦 
委 員：１２名 

共同研究を中心とした枠組（日本側）
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相手国側実施組織（拠点大学名・協力大学名は、和英併記願います。） 

     拠点大学：（英文） Vietnam National University, Hanoi (VNU-Hanoi) 

          （和文） ベトナム国立大学ハノイ校 

  実施組織代表者：（英文） Dao Trong Thi, President, VNU-Hanoi 

 コーディネーター：（英文） Pham Hung Viet, Professor, Research Center for Environmental 

Technology and Sustainable Development, VNU-Hanoi (CETASD, 

VNU-Hanoi) 
     協力大学：（英文） 
 Vietnam National University, HoChiMinh City (VNU-HCMC) 
 Hanoi University of Civil Engineering (HUCE) 
 Hue University (HU) 
 Institute of Biotechnology, Vietnamese Academy of Science and 

Technology (VAST) 
 Institute of Tropical Biology, VAST-HoChiMinh City (VAST-HCMC) 
 Nong Lam Univeristy (NLU) 
 

          （和文） 
 ベトナム国立大学ホーチミン校 
 ハノイ土木大学 
 フエ大学 
 ベトナム科学技術アカデミー生物工学研究所 
 ベトナム科学技術アカデミーホーチミンセンター熱帯生物研究所 
 ノンラム大学 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

実施組織等（ベトナム側）

CUP Office 

Department of International Relations 

Research Center for 

Environmental Technology

and Sustainable Development 

(CETASD)  
 
 
 
 
 

Hanoi University of 
Science, VNU-Hanoi 

Intra – VNU-Hanoi Liaison

Committee for the CUP 
Chair：Nguyen Van Mau
Member：5 persons 

Professor 1 
Scientific Researcher 1 
Secretary 1 

拠点大学（VNU-Hanoi）における事業実施の組織（ベトナム側） 
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協力大学を含めた実施組織等（ベトナム側）

Chair：Nguyen Van Mau 
Member：5 persons 

Inter – Universities Liaison Council for Joint Research on 

Environmental Science and Technology for the Earth 

(Steering Member Committee) 

Intra – VNU-Hanoi Liaison 

Committee for the CUP 

 

Leader：Pham Hung Viet

Liaison Committee for the 

Research Group Leader 

Chair：Dao Trong Thi, Member：10 persons 

Chair：Pham Hung Viet 
Member：3 persons 

Topic 1  Research Group 

Leader：Mai Trong Nhuan

 
 
 

Topic 2  Research Group 

Leader：Cao The Ha 

 
 
 
 Topic 3  Research Group 
 
 

共同研究を中心とした枠組（ベトナム側） 
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７．平成１７年度の研究交流実績の概要 
７－１ 研究者交流 

 第 2 フェイズにおける研究者交流は、5 年目（平成 16 年）の中間評価時に事業全般（特

に学術・研究面中心）に係るコーディネーター／Topic リーダー級での情報交換、協議を目

的としたものを継続的に実施していく一方、平成 17 年度以降は、新規共同研究立プロジェ

クト上げのための情報交換、協議を目的とした実施を原則廃止することとしたが、共同研

究プロジェクトとしてカバーできていない課題の研究、情報収集などを目的とした交流は、

特にベトナムから日本への受け入れを中心に最後まで継続することとしていた。本年度は

これを受け、本年度新規プロジェクトとしてサブ課題から昇格した課題 4「環境モニタリン

グのための化学センサーおよびバイオセンサーの開発」に関連する研究者交流の他、７－

２に示した既に実施されている研究課題以外に、ベトナムにおける生物多様性保全に関す

る情報収集・意見交換のための研究者交流が実施され、ベトナム側研究者 7 人（58 人日）

を招聘した。 

 
 
７－２ 共同研究 

 共同研究においては、（Topic 1）環境計測分野では、化学物質等によるベトナムの環境汚

染の現状をラフにマッピングできる程度のデータとして整備・解析すること、（Topic 2）環

境創造・保全分野では、都市及び自然環境の健全性について評価を行い、劣化防止の方策

について基本的な提言を行うこと、（Topic 3）環境総合技術開発分野では、これまで開発し

てきた環境浄化・修復技術を実用化するための基礎を確立すること、という目的を達成す

るために、第 2 フェイズに入った一昨年度に絞り込んだテーマでの研究を継続し、新たな

成果の積み上げを行った。また、これまで研究者交流を通じて温められてきた課題のうち、

「ベトナムフエ市における水環境保全に関する調査研究」が（Topic 1）課題 1 の新規サブ

課題として、「環境モニタリングのための化学センサーおよびバイオセンサーの開発」が

（Topic 1）の新規課題（課題 4）として立ち上がった。平成 17 年度に実施した共同研究課

題をまとめると以下の通りであり、これらの共同研究に関連してベトナム側研究者 32 人

（343 人日）を招聘、日本側研究者 32 人（257 人日）を派遣した。 

 

（平成 17 年度共同研究課題） 
Topic 1：環境計測 

１．ベトナムにおける水質モニタリング 

 （１）ベトナムにおける水質モニタリング 

 （２）ベトナムフエ市における水環境保全に関する調査研究** 

２．有害物質によるベトナムの環境汚染と生態影響に関する環境化学的研究 

３．ベトナムにおける大気汚染とその影響の評価 
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（１）ベトナムにおける大気汚染削減のための代替ジーゼル燃料の利用 

（２）道路近傍の大気汚染による健康被害の推定 

４．環境モニタリングのための化学センサーおよびバイオセンサーの開発* 

 

Topic 2：環境創造・保全 

５．環境創造・保全 

 （１）環境創造・保全 

 （２）ハノイの道路交通騒音に対する社会調査 

６．ベトナムにおける沿岸域の開発に関する環境影響評価 

（１）都市化がベトナム沿岸域に及ぼす環境影響評価 

（２）ベトナムにおけるマングローブ生態系の修復方法の開発 

７．大都市における持続可能な水供給 フェーズ II：ホーチミン市における持続可能な

水供給 

 

Topic 3：環境総合技術開発 

８．窒素化合物で汚染された地下水の効率的な浄化方法の開発に関する研究 

９．有害化学物質を含有する廃水および廃棄物の適正管理技術の開発 

 （１）ベトナムにおける廃棄物埋立処分場の汚染防止および安定化促進技術の開発 

 （２）環境ホルモン物質の汚染制御と対策技術 

１０．有用微生物を利用した環境保全・修復技術の開発 

その他（Topics 1～3 を横断する課題） 

１１．環境科学・技術に関する諸問題の数理的研究 

共同研究１、３、５、６、９の（１）、（２）は各共同研究課題内で連携しつつ、ある程

度独立したサブテーマとして実施した。 
* 平成 17 年度からの新規課題 
** 平成 17 年度からの新規サブ課題 

 

 

７－３ セミナー 

 本年度は特に大規模なセミナーは企画しなかったことから、特に本事業の予算によるセ

ミナーは開催されなかったが、上記課題５（１）および９（２）において、各共同研究に

合わせて、セミナー、ワークショップが開催された。 

 課題５（１）では、2005 年 10 月 24 日に VNU-Hanoi において、”Future Vision of Hanoi City”

と題したジョイントセミナー（日本側責任者：鳴海邦碩・大阪大学大学院工学研究科教授、

ベトナム側責任者：Nguyen Cao Huan, VNU-Hanoi, Hanoi University of Science, Professor）が

開催され、日本側、ベトナム側合わせて 20 人程度が参加した（うち、日本側 6 名）。日本
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側 5 人、ベトナム側 3 人が口頭発表を行い、プロシーディングには口頭発表分を含め、15

本の論文が掲載された。 

 課題９（２）では、2005 年 12 月 23 日にハノイの Daewoo Hotel において、”International 

Workshop on Sustainable Solutions for Public Health and Waste Management in Vietnam”と題し

たワークショップが開催され、日本側 12 人、ベトナム側 51 人が参加した。このうち、日

本側 10 人、ベトナム側 8 人が口頭発表を行った。 

 これらのセミナー、ワークショップはいずれも日本側研究者あるいはベトナム側研究者

が独自に競争的資金を含めて別途予算確保して実施したものであり、本事業に参加してい

る研究者のアクティビティーの高さとそれらのセミナー、ワークショップで取り扱うトピ

ックの重要性、必要性を示しているものといえる。 

 なお、その他セミナーの詳細は、１２．セミナーの実施状況に示したとおりである。 
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８．平成１７年度の研究交流の成果 
（交流を通じての相手国からの貢献及び相手国への貢献を含めて下さい。） 

８－１ 研究協力体制の構築状況 

 本事業に参加している日本側、ベトナム側両研究者の献身的な努力により、既に 5 年目

（平成 16 年）の中間評価時には良好な研究協力体制が構築できていたが、研究交流も 7 年

目に入り、ベトナム側対応機関である VAST、拠点大学である VNU-Hanoi はもとより、協

力大学・研究機関においても、共同研究、学術交流のマネージ、アレンジに対して、全面

的な協力をしてくれている。 

 共同研究の遂行においては、コーディネーターの努力によってベトナム全土の環境研究

者が網羅されたネットワークが形成されており、拠点大学、協力大学のみならず、本事業

に直接関与していない研究者までが、現地調査（試料採取、測定、ガイドなど）、現場実験

装置・設備の供与、意見交換などに積極的に協力してくれる体制ができあがっている。平

成 17 年度においても、河川水質調査や各種環境・生体試料の採取、大気試料のサンプリン

グ・モニタリングポイントの設置、アンケート調査の際の補助、現地研究者を通じること

でしか知り得ない廃棄物管理状況に関する情報の提供等、現地研究者の多大な貢献を得た。

一方、日本側研究者からの実験器具・設備の供与による現地の研究環境の向上や技術指導、

ハノイ市の都市計画立案への関与等、ベトナム側の研究体制をサポートし、よりよい共同

研究実施に向けた貢献をしている。 

 また、７－３に記載したように、日本側研究者の訪問に合わせる形で、ベトナム側研究

者によるワークショップやセミナーが平成 17 年度は 2 件開催され、学術面での意見交換を

効率的に行うための場を準備するという協力も引き続き得られている。一方で、日本側研

究者からは、共同研究のかたわら環境現象解析のための数学に関する連続講義の実施によ

る貢献もあった。 

 以上のように、平成 17 年度においても、組織から個人までのさまざまなレベルで良好な

協力体制が維持、構築されていたといえる。 
 

 

８－２ 学術面の成果 

 共同研究を中心とした平成 17 年度の交流で得られた学術価値の高い成果は以下のように

まとめることができる。また、これらの成果は参画研究者によって、国内外の著書、学術

雑誌、国際会議会議録として多数が出版され、公表されている（発表論文等リスト参照）。 

（Topic 1）環境計測分野： 

・水素化物発生法-原子吸光法の組み合わせにより、二価、三価およびジメチルヒ素の形態

別分析法を開発した。 

・フエ市を流れる Huong River の富栄養化、有機汚染調査、河川工学的調査を行い、汚染の

特徴、河川形状の特徴を明らかにすることで、汚染、洪水への対策に向けた調査研究の方
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向性を打ち出すことができた。 

・Red River 下流域を対象とした地下水のヒ素汚染実態調査、都市域における大気粉じんに

よる鉛汚染実態調査とそれらの影響評価を行い、Red River 下流域の地下水が WHO の飲料

水基準を超えるヒ素で汚染されていること、その濃度と住民の尿中ヒ素濃度に正の相関が

あること、毒性影響が懸念される濃度での人体の鉛汚染が発生していることを明らかにし

た。 

・ベトナムの道路近傍における大気汚染物質の連続測定を実施し、バイク排ガスによるベ

トナムの深刻な大気汚染の実態を明らかにする貴重なデータを得た。 

・ハノイ市およびホーチミン市における主要な大気汚染物質の同定と発生メカニズムの推

定を行い、汚染原因物質の構成が日本よりタイでの実態に近く、気候的な影響と交通手段

としてのバイクの割合の多さに起因する可能性があることを明らかにした。 

・有害ガス成分検出用化学センサーの高感度化、小型化に関する検討を行い、アンモニア

ガスを従来より 1,000 倍高感度で検出可能な材料の開発ならびに 50μm 四方の微細膜面積を

有するマイクロセンサ材料の開発に成功した。 

（Topic 2）環境創造・保全分野： 

・ハノイ市内における旧市街地区の現況、住棟周辺の土地利用変容などに関する空間調査

を実施し、ベトナムの都市形成の足跡を明らかにするとともに今後の都市・空間計画のあ

りかたについて考察し、住民生活や都市環境の質がハノイの将来像を決定する重要な要因

となることを示した。 
・ハノイ市内の主要な幹線道路沿道における 24 時間騒音測定とアンケート調査を実施し、

日本や欧米では得られない高レベルの道路交通騒音が、日本や欧米の暴露反応関係とほぼ

同様に表現できることを確認した。また、騒音に対する住民の反応を統計処理し、性別に

よる影響はないが、年齢との間に相関があることを見出した。 
・Red River 河口のエビ養殖池の侵食による崩壊過程をモデル解析し、二重堤が重要な役割

を果たしていることを明らかにした。また、Huong River 河口ラグーンの水質データを収

集し、水質汚濁機構の解明のための水質モデル構築に雨期の観測データが不可欠であるこ

とを明らかにした。 
・マングローブ植林地域において、マングローブ林の荒廃実態調査を行い、枯葉剤散布以

降の大規模な土砂移動と森林の復活を確認した。これが自然林でも同様であることを明ら

かにするとともに、そのメカニズムを推測し、対策としての植林技術・管理手法の改善策

を検討した。 

・ホーチミン市の地質、地下水データに基づいた地下水の 3 次元流動モデルを作成し、こ

れによって地下水利用に伴う地下水水位の低下、塩水の浸入現象を解析できることを示し

た。 
（Topic 3）環境総合技術開発分野： 

・地下水中アンモニアの硝化処理水を脱窒処理するために、アクリル繊維性微生物担体を

 10 



活用したベンチスケールリアクターを構築して、その処理性能向上のために種々の検討を

行い、ハノイ市の地下水に含まれるアンモニアの短時間での硝化-脱窒プロセス構築の可能

性を示すことができた。 

・ホーチミン市における廃棄物管理の現状を調査し、その処理フローを明らかにするとと

もに高度な浸出水処理技術が行われていることを確認した。これらの知見は、今後ハノイ

市における廃棄物管理施策を検討していく上で極めて有用なデータとなると考えられる。 

・石油汚染の浄化、石油精製工業廃水の処理などへの利用価値が高いと考えられる、極め

て高濃度でフェノールを分解する細菌の特徴づけを行い、その系統学的分類を明らかにす

るとともに、これらの細菌の保持するフェノール分解遺伝子の特徴の 1 部を明らかにした。 
（Miscellaneous Topic） 

・住民の移動と土地利用の相互作用による都市システムの成長を表す数理モデルの構築に

着手し、その骨格を形成するための要素の抽出を行った。 

 

 

８－３ 若手研究者養成 

 ベトナム若手研究者や学生の日本でのワークショップや国際会議への招聘に加え、数週

間～1 ヶ月単位での研究、実験技術教授を目的とした招聘が、本事業の経費以外でも日本側

共同研究カウンターパートらによって行われている。平成 17 年度は、このような目的の下、

6 人（123 人日）の若手研究者が招聘され、それぞれの研究を発展させるための知識や技術

を習得した。また、参画研究者の指導下でのベトナム人若手研究者・学生の学位取得につ

いては、平成 17 年度には 8 人の留学生が拠点大学や協力大学等の博士後期課程学生として

在籍し、学位取得を目指して研究に励んでいる。平成 17 年度は、このうち 1 人が学位取得

予定である。さらに、日本で学位を取得したベトナム若手研究者や学生の中には、そのま

ま日本に残って研究を続けるものもおり、平成 17 年度現在、1 名が大学教員として、1 名

が研究員として活躍している。一方、日本側からは、博士後期課程在学中の学生 2 人（12

人日）をベトナムへ派遣し、共同研究を行った。その他、共同研究に派遣された日本側の

教授が、研究の合間を縫ってベトナム若手研究者や学生に対して環境現象解析のための数

学に関する連続講義を実施したことは特筆に価する。 
 

 

８－４ 社会貢献 

 JICA の依頼を受けての講演や UNEP の委員としての報告書作成など、ベトナムを含めた

アジア環境保全プログラムへの参画、ベトナムハノイ市等の行政機関との意見交換会など

を通じた都市・環境コンサルティングなどがあげられる。昨年度まで日本側共同研究の代

表者として活躍した前田（前・大阪府立大学）は JICA 専門家としてハノイに常駐しており、

主として技術的な側面からベトナムの持続可能な発展のために尽力しており、その貢献は
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極めて大きい。 

 

 

８－５ 今後の課題・問題点 

 5 年目（平成 16 年）の中間評価時に課題として挙げた、各共同研究や研究者交流が個人、

小グループレベルで実施した独自のワークショップや講演会の開催などの活動を確実に把

握するための情報収集するフォーマットは整備したが、その重要性に対する共通認識と協

力体制を整える必要がある。これは論文発表の際の謝辞でも同様のことがいえ、機会があ

るごとに協力依頼を訴えていくこととする。 

 また、「研究課題代表者会議」および「大学間共同研究連絡会議（ステアリングメンバー

会議）」のメンバーを増員と若返りにより強化する。現状でコーディネーターと 3 名の Topic

リーダーから成っている「研究課題代表者会議」に各 Topic から 1 名ずつの幹事を加えた組

織とする。また、ステアリングメンバー会議に若手助教授・講師クラスのメンバーを順次

補強していく必要もある。 

 
 
８－６ 本研究交流事業により発表された論文 

  平成１７年度論文総数  ５４ 本 

   うち、相手国参加研究者との共著 １３ 本 

   うち、本事業がJSPSの出資によることが明記されているもの ６ 本

（※ 論文リストを別に添付して下さい） 
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９．平成１７年度における総交流人数・人日数 

（単位：人／人日） 

    派遣先 
派遣元 JSPS VAST    合計 

実施計画 43/301    43/301 JSPS 
実績 

 
32/257    32/257 

実施計画 40/361    40/361 VAST 
実績 39/401 

 
   39/401 

実施計画       
実績   

 
   

実施計画       

実績    

 

  

実施計画       

実績     

 

 

実施計画 40/361 43/301    合計 

実績 39/401 32/257    
 

 

※ 各国事業主体別に、研究者交流・共同研究・セミナーにて交流した人数・人日数を記

載してください。なお、合計欄は、重複してカウントせず、重複がある場合には、詳

細を欄外に記載してください。 
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